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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
竜
の
風
詩
２
外
伝
　
改
革
伝
説
梅
田

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
６
３
４
Ｃ

【
作
者
名
】

　
ジ
ェ
ノ

【
あ
ら
す
じ
】

　
里
親
と
竜
の
友
情
の
話
で
は
な
い
。
そ
ん
な
穏
や
か
な
も
ん
じ
ゃ
決
し
て
な

い
。
こ
れ
は
、
ポ
イ
ル
ト
ッ
プ
に
残
っ
て
る
様
々
な
問
題
を
解
決
し
、
ポ
イ
ル

ト
ッ
プ
を
自
分
が
住
み
易
い
様
に
改
造
し
た
男
の
話
。
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０
話
　
ま
ず
ド
ラ
グ
ー
ド
の
大
ま
か
な
歴
史
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
（
前
書
き
）

読
者
の
必
然
条
件
「
竜
の
風
詩
２
を
プ
レ
イ
し
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
ク
リ
ア

し
て
い
る
こ
と
。
」
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０
話
　
ま
ず
ド
ラ
グ
ー
ド
の
大
ま
か
な
歴
史
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す

―
異
世
界
ド
ラ
グ
ー
ド
年
鑑
・
年
表
よ
り
―

　
創
竜
歴
７
８
１
年
　
全
世
界
で
原
因
不
明
の
病
に
よ
り
竜
が
次
々
と
死
亡
。

ド
ラ
グ
ー
ド
政
府
が
「
病
竜
保
安
協
会
」
を
設
立
。

地
球
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
仔
竜
を
育
て
る
「
里
親
」
を
募
集
。

　
８
０
２
年
　
竜
死
病
の
原
因
が
ウ
イ
ル
ス
等
の
病
原
体
に
よ
る
物
で
は
な
く
、

巨
大
建
造
物
・
悪
魔
の
樹
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
。

政
府
は
原
因
と
な
っ
て
い
る
「
全
て
を
知
る
者
」
と
の
交
渉
を
計
る
が
、
失
敗
。

　
８
１
６
年
　
無
事
保
護
さ
れ
た
仔
竜
達
は
「
翡
翠
の
使
者
」
と
な
り
数
多
く

の
竜
死
病
に
感
染
し
た
竜
を
救
い
出
す
。

ド
ラ
グ
ー
ド
と
地
球
を
繋
い
で
い
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
閉
鎖
と
な
る
。

そ
の
後
、
通
信
媒
体
だ
け
の
移
転
が
決
定
す
る
。

そ
の
後
、
ド
ラ
グ
ー
ド
に
平
和
が
訪
れ
る
と
だ
れ
も
が
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
予
想
は
外
れ
て
い
た
。

　
８
３
０
年
　
地
球
と
ド
ラ
グ
ー
ド
を
行
き
来
す
る
「
改
革
者
」
出
現
。
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こ
れ
は
、
地
球
と
、
地
球
か
ら
数
億
光
年
も
離
れ
た
異
世
界
「
ド
ラ
グ
ー
ド
」

と
を
一
瞬
で
行
き
来
す
る
「
改
革
者
」
の
、
出
現
か
ら
死
ま
で
を
綴
っ
た
物
語
。

虚
し
く
響
け

魔
獣
の
叫
び

理
解
な
ど
無
い
さ

こ
の
腐
っ
た
世
界

さ
ぁ
叫
ぼ
う

Ｖ
Ｏ
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Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
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Ｏ
Ｏ
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Ｏ
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Ｏ
Ｏ
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Ｏ
Ｏ

そ
う

Ｖ
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Ｏ
Ｏ
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Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
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Ｏ
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Ｏ
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Ｏ
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Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

つ
ま
り
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Ｏ
Ｏ
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Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

藻
掻
く
ん
じ
ゃ
な
い
、
俺
は
改
革
者

俺
が
こ
の
世
界
を
変
え
る

御
前
等
の
住
み
や
す
い
易
い
世
界
に

御
前
等
の
住
み
や
す
い
易
い
世
界
に

何
も
気
に
す
る
な
、
俺
は
改
革
者

何
も
気
に
す
る
な
、
俺
は
改
革
者
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改
革
者
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１
話
・
住
処
を
探
そ
う
。
　
前
編
（
前
書
き
）

中
途
半
端
で
す
。
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１
話
・
住
処
を
探
そ
う
。
　
前
編

―
港
町
ポ
イ
ル
ト
ッ
プ
　
竜
舎
―

「
～
♪
」

獣
人
の
男
が
楽
し
そ
う
に
掃
除
を
し
て
い
る
。

彼
の
名
は
ニ
エ
ル
。

こ
の
竜
舎
で
竜
の
世
話
を
し
な
が
ら
、
里
親
の
補
佐
役
と
し
て
も
活
躍
し
て
い

る
。

病
竜
保
護
協
構
成
員
及
び
第
２
級
里
親
補
佐
官
及
び
１
級
仔
竜
保
護
管
。

歌
が
得
意
で
冴
え
た
嗅
覚
は
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
。

彼
は
、
誰
よ
り
も
仔
竜
の
事
を
愛
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
誰
よ
り
も
仔
竜
の
気

持
ち
を
を
理
解
で
き
て
い
る
存
在
だ
っ
た
。

と
、
そ
の
時
。

「
！
？
」

何
か
こ
う
、
得
体
の
知
れ
な
い
感
覚
が
彼
を
襲
っ
た
。

し
ば
し
考
え
る
。

し
か
し
、
そ
の
長
考
も
仔
竜
の
呼
び
声
で
か
き
消
さ
れ
る
。

「
ニ
エ
ル
サ
～
ン
早
く
来
て
ほ
し
い
デ
シ
」

「
は
い
、
今
行
く
っ
す
よ
ｗ
」

と
、
陽
気
に
仔
竜
の
元
へ
。

し
か
し
や
は
り
、

「
（
何
だ
っ
た
ん
っ
す
か
ね
…
あ
の
寒
気
…
？
）
」
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―
ウ
リ
ア
砂
漠
地
帯
　
位
置
不
明
―

そ
こ
に
あ
る
の
は
、
こ
の
世
界
に
存
在
し
な
い
は
ず
の
発
明
品
、
大
型
の
単
車

１
台
。

滑
車
付
き
の
大
き
な
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
５
個
。

そ
し
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
っ
た
長
身
の
男
。

実
に
怪
し
い
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
眼
鏡
、
白
と
灰
色
を
基
調
と
し
た
迷
彩
柄
の
長
ズ
ボ
ン
。

上
半
身
は
「
猛
毒
士
」
と
書
か
れ
た
黒
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
。

背
中
に
酸
素
ボ
ン
ベ
を
背
負
っ
て
い
る
。
海
に
潜
る
つ
も
り
で
は
な
い
よ
う
だ

が
。

左
腕
に
は
蠍
の
タ
ト
ゥ
ー
。
ち
な
み
に
湿
気
で
貼
る
シ
ー
ル
タ
イ
プ
の
奴
。

背
中
に
担
い
で
い
る
の
は
、
大
型
の
マ
シ
ン
ガ
ン
と
黒
い
ギ
タ
ー
ケ
ー
ス
。
腰

に
日
本
刀
と
そ
の
他
刃
物
数
本
。
更
に
起
動
中
で
変
な
装
置
の
繋
が
れ
た
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
。

ポ
ケ
ッ
ト
に
は
１
０
個
入
り
キ
ャ
ラ
メ
ル
５
箱
と
弾
丸
入
り
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
数

個
。

実
に
物
騒
だ
。

こ
ん
な
格
好
は
秋
葉
原
以
外
の
日
本
で
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

す
る
な
ら
秋
葉
原
か
ア
メ
リ
カ
だ
ろ
う
。

い
や
、
秋
葉
原
で
も
本
物
の
刃
物
を
携
帯
し
て
い
る
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
居
な

い
だ
ろ
う
が
。
（
つ
ー
か
捕
ま
る
。
）

「
さ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
て
っ
！

何
年
ぶ
り
で
し
ょ
う
か
！
こ
の
感
動
、
こ
の
感
覚
、
こ
の
空
気
！

い
や
い
や
い
や
、
も
う
何
で
し
ょ
う
、
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ
て
レ
ベ
ル
上
げ

ま
く
っ
た
学
生
時
代
が
懐
か
し
い
わ
け
で
す
よ
」
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男
は
何
や
ら
１
人
で
勝
手
に
話
を
進
め
て
い
る
。

「
ん
で
ね
…
こ
の
世
界
ね
…
…
変
え
よ
う
と
ね
…
…
…
思
う
ん
で
す
よ
ね
…
…

…
…
異
世
界
ド
ラ
グ
ー
ド
を
ね
…
…
…
…
…
」

い
ち
い
ち
文
節
が
解
る
よ
う
に
喋
っ
て
る
よ
コ
イ
ツ
。

っ
て
か
ど
え
ら
い
こ
と
言
い
出
し
た
な
。

「
…
さ
て
と
、
そ
ん
な
訳
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
数
ヶ
月
か
ら
数
年
程
、
ド
ラ
グ
ー

ド
と
地
球
を
行
き
来
し
て
い
か
に
ゃ
な
ら
ん
わ
け
で
…
。

う
ん

地
獄
や
ね
！

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に

さ
ぁ
て
と
、
先
ず
は
寝
床
に
電
力
、
そ
れ
か
ら
飯
の
確
保
だ
な
。

っ
て
か
と
り
あ
え
ず
別
の
場
所
に
移
ろ
う
。
砂
漠
暑
い
」

そ
し
て
男
は
、
空
に
向
か
っ
て
誰
か
を
呼
ん
だ
。

「
死
恋
ー
！
御
前
ど
っ
か
良
い
場
所
知
ら
な
い
か
ー
？
」

そ
の
叫
び
と
同
時
に
、
男
の
真
上
に
巨
大
な
竜
が
現
れ
た
。
漆
黒
の
鱗
に
血
の

よ
う
な
赤
い
斑
点
を
持
ち
、
他
の
竜
よ
り
も
細
長
い
体
型
で
あ
る
そ
れ
は
ま
る

で
毒
蛇
の
よ
う
だ
っ
た
。

■
■
■
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解
説
を
し
て
お
く
の
が
良
い
だ
ろ
う
。

こ
の
男
、
梅
田
芦
徒
。

現
在
２
０
歳
の
大
学
生
で
、
小
６
当
初
か
ら
竜
の
風
詩
２
を
プ
レ
イ
し
、
そ
の

魅
力
に
魅
せ
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
頃
は
ま
だ
、
異
世
界
ド
ラ
グ
ー
ド
の
存
在
を
「
架
空
」
と
し
か
考
え
て
い

た
為
、
そ
の
実
態
に
気
づ
く
事
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ラ
グ
ー
ド
は
実
在
す
る
。

そ
の
事
を
知
っ
た
の
は
、
丁
度
高
校
２
年
生
の
頃
。

最
初
は
信
じ
難
か
っ
た
が
、
ニ
エ
ル
氏
や
仔
竜
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
無
い
台
詞
を

吐
き
始
め
た
り
、
世
界
各
地
で
多
発
す
る
怪
現
象
の
発
生
に
よ
り
、
徐
々
に
そ

の
存
在
を
信
じ
始
め
る
。

そ
し
て
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
独
学
で
改
造
、
数
回
の
実
験
の
末
、
ド
ラ
グ
ー

ド
と
地
球
を
自
由
自
在
に
行
き
来
す
る
能
力
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
ぁ
、
そ
の
事
は
追
々
話
す
か
ら
気
に
す
る
な
。

□
□
□

竜
―
死
恋
の
先
導
で
梅
田
は
、
様
々
な
場
所
に
単
車
を
走
ら
せ
た
。

冒険機
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能使い候
補
一
・
街
の
雑
木
林

解
説
：
冒
険
機
能
で
移
動
可
能
。

探
索
後
、
植
物
に
憑
依
し
た
竜
「
マ
ン
ド
レ
イ
ク
」
と
の
戦
闘
開
始
。

戦
闘
に
勝
利
す
れ
ば
契
約
加
護
印
「
マ
ン
ド
レ
イ
ク
」
入
手
。

＋
箇
所
：
気
温
・
湿
度
が
温
帯
並
で
快
適
。

－
箇
所
：
害
虫
の
被
害
が
多
い
。

「
…
」

「
…
梅
田
、
ど
う
だ
此
処
は
？
」

「
あ
ぁ
。
良
い
っ
て
言
え
ば
良
い
だ
ろ
う
よ
。

だ
が
な
、
１
つ
欠
点
が
あ
る
。
」

「
何
だ
…
？
」

「
蚊
だ
。
」

「
珂
蛇
？
」
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「
蚊
だ
。
蚊
が
多
い
ん
だ
よ
此
処
！

竜
の
鱗
っ
て
の
は
そ
う
、
蚊
の
口
吻
な
ん
て
通
す
わ
き
ゃ
ね
ー
け
ど
、
俺
は
人

間
だ
！

人
間
の
皮
膚
に
は
鱗
が
ね
ー
の
！

大
体
さ
、
此
処
来
る
前
は
竜
の
病
気
ば
っ
か
気
に
し
て
た
け
ど
、
や
っ
ぱ
地
球

に
な
い
病
原
体
と
か
多
い
可
能
性
高
い
べ
？

俺
死
ぬ
か
も
し
れ
へ
ん
や
な
い
か
！

へ
だ
ば
次
さ
行
く
べ
！
」

↑
方
言
が
…

「
そ
う
か
…
？
」

「
そ
う
さ
！
だ
か
ら
も
っ
と
蚊
の
少
な
い
場
所
に
し
て
く
れ
。
」

「
解
っ
た
。
」

死
恋
は
飛
び
立
ち
、
梅
田
は
単
車
を
出
す
。

そんなわ
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けで候
補
二
・
カ
ザ
リ
ナ
山
、
幸
い
の
地
フ
ッ
フ
ー
ル

解
説
：
冒
険
機
能
で
移
動
可
能
。

抗
生
薬
と
ナ
ー
ガ
草
を
所
持
し
て
い
れ
ば
契
約
加
護
印
「
シ
ョ
コ
ラ
フ
ッ
フ
ー

ル
」
入
手
。

＋
箇
所
：
と
り
あ
え
ず
蚊
は
居
な
い
。

－
箇
所
：
高
い
。

「
ど
う
だ
梅
田
、
此
処
な
ら
蚊
は
居
な
い
。
」

「
有
難
う
…
だ
が
な
、
此
処
結
構
高
い
ぞ
…
。

見
て
み
、
地
球
の
菓
子
で
何
時
ぞ
や
お
前
が
食
い
た
い
っ
て
言
っ
て
た
「
ポ
テ

ィ
ト
チ
ィ
プ
ス
」
の
袋
が
こ
ん
な
状
態
だ
…
」

梅
田
が
突
き
出
し
た
の
は
地
球
で
有
名
な
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
「
ポ
テ
ィ
ト
チ
ィ
プ

ス
」
の
袋
。

風
船
の
よ
う
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。

読
者
諸
君
は
「
気
圧
」
と
い
う
も
の
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
？

気
圧
と
は
、
気
体
の
圧
力
の
こ
と
で
あ
る
。
単
に
「
気
圧
」
と
言
う
場
合
は
、

き
あ
つ

｜
大
気
圧
（
大
気
の
圧
力
）
の
こ
と
を
指
す
場
合
が
多
い
。

気
体
の
圧
力
は
、
混
合
気
体
の
場
合
、
｜
構
成
し
て
い
る
気
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
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圧
力
（
分
圧
）
の
合
計
と
な
る
。

空
気
も
物
質
で
あ
る
た
め
質
量
が
あ
り
、
地
球
を
お
お
っ
て
い
る
大
気
の
層
に

よ
っ
て
海
面
で
は
面
積
１
ｃ
ｍ
２
あ
た
り
約
１
ｋ
ｇ
ほ
ど
の
圧
力
が
か
か
る
。

大
体
水
銀
柱
で
約
７
６
ｃ
ｍ
に
相
当
す
る
ら
し
い
。

こ
れ
を
大
気
圧
ま
た
は
単
に
気
圧
と
い
う
。
高
所
ほ
ど
、
そ
の
上
方
に
あ
る
空

気
柱
の
高
さ
が
低
く
な
る
の
で
、
気
圧
は
低
く
な
る
。
海
面
で
の
大
気
圧
を
１

と
す
る
圧
力
の
単
位
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。

海
上
の
水
蒸
気
蒸
発
に
よ
っ
て
上
昇
気
流
が
発
生
す
る
箇
所
の
空
気
の
密
度
が

や
や
下
が
り
、
気
圧
が
や
や
低
く
な
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
同
じ
海
抜
高
度
で

も
、
少
し
ず
つ
気
圧
は
異
な
り
、
気
圧
の
高
低
は
常
に
変
化
す
る
。
こ
の
気
圧

の
山
や
谷
を
高
気
圧
、
低
気
圧
と
呼
ぶ
。
気
圧
の
差
が
生
じ
る
と
高
気
圧
の
空

気
が
低
気
圧
の
領
域
に
流
れ
込
む
。
こ
れ
が
風
の
お
も
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

気
象
情
報
で
は
、
気
圧
の
単
位
は
か
つ
て
は
Ｃ
Ｇ
Ｓ
単
位
系
の
ｍ
ｂ
、
さ
ら
に

ミ
リ
バ
ー
ル

以
前
に
は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
Ｓ
Ｉ
の
ｈ
Ｐ
ａ
が
使

国
際
単
位
系

ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル

用
さ
れ
て
い
る
。

カ
ザ
リ
ナ
山
は
標
高
が
恐
ろ
し
く
高
い
。

つ
ま
り
気
圧
も
非
常
に
低
い
。

地
上
で
は
、
袋
内
と
袋
外
の
気
圧
が
等
し
い
た
め
、
袋
は
普
通
の
膨
ら
み
を
見

せ
る
。

し
か
し
、
袋
外
の
気
圧
が
低
く
な
る
と
、
袋
内
の
気
圧
は
袋
外
の
気
圧
に
基
準

を
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
。

そ
の
為
、
袋
は
膨
ら
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。

「
で
も
梅
田
な
ら
そ
れ
ぐ
ら
い
の
事
気
に
せ
ず
に
で
き
―
」
「
出
来
ね
ぇ
よ
！

袋
が
か
さ
ば
る
だ
ろ
う
が
！
」

と
い
う
わ
け
で
却
下
。
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次話に続く。
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１
話
・
住
処
を
探
そ
う
。
　
前
編
（
後
書
き
）

続
き
は
ま
た
、
次
の
話
で
。
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２
話
・
住
処
を
探
そ
う
。
後
編
（
前
書
き
）

短
い
で
す
よ
。
で
も
続
き
ま
す
。
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２
話
・
住
処
を
探
そ
う
。
後
編

候
補
３
・
魔
獣
の
森

解
説
：
冒
険
機
能
で
移
動
可
能
。

精
霊
根
５
つ
以
上
所
持
し
て
い
て
、
契
約
加
護
印
「
ゾ
ン
ド
ド
レ
イ
ク
」
を
使

用
中
の
場
合
、
契
約
加
護
印
「
Ｄ
ｒ
ａ
ｇ
ｏ
ｎ
 

Ｈ
ｅ
ａ
ｄ
 

Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
」
入

手
。

＋
点
：
落
ち
着
く
。

－
点
：
怖
い
。

「
い
い
所
だ
。

な
ぁ
死
恋
、
そ
う
思
わ
な
い
か
？
」

随
分
と
心
地
良
さ
そ
う
に
珈
琲
片
手
に
寛
ぐ
梅
田
。

し
か
し
死
恋
は
と
い
う
と
、

「
…
何
処
が
だ
？
」

震
え
て
い
た
。

「
い
や
、
オ
ー
ラ
が
」

「
落
ち
着
か
ね
ー
だ
ろ
…
此
処
」

「
そ
う
か
？
」

「
そ
う
だ
よ
！
」

梅
田
の
性
格
が
特
殊
と
は
い
え
、
こ
こ
ま
で
と
は
思
わ
な
か
っ
た
死
恋
で
あ
っ
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た
。

そんなわけでさぁ候
補
４
・
飛
竜
保
護
区
ド
ラ
ゴ
ン
バ
レ
ー

解
説
：
冒
険
機
能
で
移
動
可
能
。

俗
に
言
う
「
ス
ネ
ー
ク
ゲ
ー
ム
」
に
勝
利
す
る
と
契
約
加
護
印
「
マ
マ
ル
バ
ー

ン
」
入
手
。

二
度
目
以
降
の
勝
利
で
は
、
ア
イ
テ
ム
「
光
り
キ
ノ
コ
」
か
「
幻
の
秘
石
」
ど

ち
ら
か
を
入
手
。

地
属
性
挑
戦
者
に
お
勧
め
。

＋
点
：
景
色
最
高
。

－
点
：
落
ち
た
ら
死
ぬ
。

「
さ
て
、
ド
ラ
ゴ
ン
バ
レ
ー
だ
が
」
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「
ま
た
気
圧
？
」

死
恋
は
思
っ
て
い
た
。

梅
田
の
事
だ
、
ま
た
菓
子
袋
が
ど
う
だ
こ
う
だ
と
言
い
出
す
の
だ
ろ
う
と
。

し
か
し
、
当
人
は
。

「
い
や
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
袋
に
穴
を
開
け
て
お
け
ば
い
い
こ
と
に
気
が
つ

い
た
か
ら
安
心
し
ろ
」

「
あ
、
そ
ー
で
す
か
い
…
」

突
っ
込
む
気
も
失
せ
た
死
恋
。

と
、
そ
こ
に
何
者
か
が
飛
ん
で
く
る
。

「
お
ー
い
ッ
！
君
達
ィ
～
！
」

無
邪
気
な
声
で
羽
ば
た
い
て
く
る
の
は
マ
マ
ル
バ
ー
ン
。

こ
の
山
地
に
住
む
「
飛
竜
」
で
あ
る
。

「
あ
、
マ
マ
ル
さ
ん
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。

相
変
わ
ら
ず
で
す
か
？
」

死
恋
も
嘗
て
ゲ
ー
ム
で
対
戦
し
た
仲
で
あ
り
、
慕
っ
て
い
た
マ
マ
ル
バ
ー
ン
に

再
開
で
き
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
か
な
り
喜
ん
で
い
る
。

「
あ
、
死
恋
く
ん
じ
ゃ
な
い
？

君
こ
そ
元
気
だ
っ
た
～
？
」

「
い
や
い
や
、
こ
っ
ち
も
変
わ
り
な
い
で
す
よ
。
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あ
、
紹
介
が
遅
れ
ま
し
た
。

俺
の
里
親
の
梅
田
で
す
」

と
、
梅
田
を
紹
介
す
る
死
恋
。

「
マ
マ
ル
バ
ー
ン
君
初
め
ま
し
て
、
保
安
官
の
ロ
バ
ー
ト
で
す
」

と
、
梅
田
。

そ
の
瞬
間
、

ズ
コ
！

そ
の
場
に
居
た
全
員
が
コ
ケ
た
。

―
―
―

そ
の
後
の
話
し
合
い
の
結
果
、
こ
こ
に
は
本
来
飛
竜
及
び
保
護
区
管
理
ス
タ
ッ

フ
以
外
来
る
事
が
許
さ
れ
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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理
不
尽
か
も
し
れ
な
い
が
、
密
猟
者
に
よ
る
被
害
や
外
来
種
に
よ
る
生
態
系
崩

壊
を
回
避
す
る
目
的
で
定
め
ら
れ
た
法
律
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
梅
田
も
今
は

引
き
下
が
っ
た
。

梅
田
と
死
恋
が
そ
の
場
を
去
っ
た
直
後
、
他
の
飛
竜
や
管
理
官
の
安
堵
の
声
が

聞
こ
え
て
き
た
。

ど
う
や
ら
マ
マ
ル
バ
ー
ン
こ
そ
よ
か
っ
た
も
の
の
、
彼
以
外
の
飛
竜
や
ス
タ
ッ

フ
に
と
っ
て
、
梅
田
の
装
備
し
て
い
た
大
量
の
刃
物
や
見
慣
れ
な
い
武
器
、
巨

大
で
今
ま
で
見
覚
え
の
無
い
単
車
は
彼
と
死
恋
が
実
質
ヤ
ク
ザ
や
犯
罪
者
の
よ

う
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
植
え
つ
け
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

それは仕方無いとして
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そ
の
後
も
、
契
約
加
護
印
を
入
手
で
き
る
密
林
「
ト
ピ
リ
ア
の
森
」
で
は
主
で

あ
る
精
霊
ト
ピ
リ
ア
に
恐
れ
ら
れ
怪
我
を
し
て
断
念
。

目
立
た
な
い
「
忘
れ
去
ら
れ
し
古
城
」
で
は
主
で
あ
る
吸
血
雌
竜
ヴ
ァ
ン
パ
ネ

ラ
か
ら
死
恋
を
守
る
た
め
彼
女
を
膾
斬
り
に
し
て
、
何
か
気
分
が
悪
い
の
で
断

念
。

契
約
加
護
印
「
ジ
ン
」
を
装
備
し
て
い
る
場
合
の
み
行
け
る
「
サ
ラ
平
原
」
で

は
ま
た
主
で
あ
る
管
狐
を
と
っ
さ
に
切
り
伏
せ
て
な
ん
か
ま
た
気
分
悪
い
の
で

断
念
。

そ
の
他
の
場
所
は
大
抵
距
離
や
住
民
と
の
付
き
合
い
の
問
題
か
ら
断
念
と
な
っ

た
。

で、最終的にはよ最
終
候
補
・
滅
び
の
都
ヒ
デ
ィ
ー
ル
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解
説
：
「
忌
地
へ
の
道
標
」
を
入
手
後
に
冒
険
機
能
で
移
動
可
能
。

１
度
目
は
世
界
の
真
実
を
知
る
学
者
と
の
会
話
イ
ベ
ン
ト
。
 

２
度
目
は
「
ニ
ス
テ
ア
の
滴
」
を
持
っ
て
い
れ
ば
イ
ベ
ン
ト
進
行
。
 

３
度
目
は
「
水
晶
ラ
ン
タ
ン
」
を
持
っ
て
い
れ
ば
イ
ベ
ン
ト
進
行
。
 

４
度
目
は
ラ
ス
ボ
ス
「
シ
ュ
ブ
ニ
グ
ラ
ス
」
と
の
戦
闘
。
勝
利
し
て
ゲ
ー
ム
ク

リ
ア
ー
っ
て
要
領
で
あ
る
。

梅
田
と
死
恋
は
早
速
其
処
に
あ
る
建
物
に
入
る
こ
と
に
し
た
。

「
チ
ャ
ー
す
ミ
カ
ワ
ヤ
で
ー
す
」

「
同
じ
く
み
か
わ
や
で
ー
す
」

今
の
梅
田
に
と
っ
て
ヒ
デ
ィ
ー
ル
と
は
、

扉
は
自
動
ド
ア
な
の
で
ほ
ぼ
簡
単
に
開
く
し
、
電
力
供
給
も
他
よ
り
行
え
る
上

に
回
線
状
況
も
良
好
。

こ
れ
ほ
ど
良
い
場
所
は
無
い
と
考
え
て
い
た
。

と
、
そ
の
声
に
気
付
い
た
の
か
こ
こ
に
す
ん
で
い
る
ヒ
デ
ィ
ー
ル
人
学
者
「
ケ

イ
・
グ
ラ
ン
ト
」
氏
が
あ
わ
て
て
登
場
。

と
、
此
処
ま
で
引
っ
張
っ
て
お
い
て
な
ん
だ
が
こ
の
続
き
は
ま
た
３
話
で
。



25

２
話
・
住
処
を
探
そ
う
。
後
編
（
後
書
き
）

注
：
学
者
の
名
前
は
「
仮
」
で
す
。
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第
３
話
「
計
画
に
つ
い
て
な
ん
だ
け
ど
さ
」

世
間
に
隠
し
て
き
た
自
分
の
研
究
所
。

竜
死
病
の
完
全
治
療
法
を
見
付
け
る
為
に
、
男
が
必
死
に
研
究
を
続
け
て
き
た

施
設
。

其
処
に
現
れ
た
の
は
、
如
何
に
も
物
騒
な
格
好
を
し
た
男
と
竜
だ
っ
た
。

「
何
な
ん
だ
君
達
は
？
」

「
俺
達
か
い
？
」

と
、
死
恋
。

「
俺
達
は
な
ぁ
…

『
世
界
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
早
積
み
ク
ラ
ブ
』
だ
！
」

と
、
梅
田
。

無
論
そ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
。

当
然
偽
証
…
と
い
う
か
ボ
ケ
で
あ
る
。

が
、
し
か
し
。

「
ん
な
っ
…
『
世
界
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
早
積
み
ク
ラ
ブ
』
っ
て
…
」

信
じ
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
ケ
イ
。

と
、
其
処
に
梅
田
。

「
と
言
う
嘘
に
対
し
て
…
　
「
「
コ
ル
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
」
」
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死
恋
と
ケ
イ
は
、
な
ぜ
か
初
対
面
で
い
き
な
り
心
が
通
じ
合
っ
た
。

｜数分後｜「
ん
ま
ぁ
、
そ
う
い
う
わ
け
だ
か
ら
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
わ
け
だ
」

「
あ
ぁ
。
結
論
と
し
て
は
そ
う
な
る
な
」

す
っ
か
り
事
情
を
説
明
し
切
っ
た
１
人
１
体
。

そ
れ
を
適
当
に
聞
い
て
い
た
ケ
イ
教
授
。

と
う
ぜ
ん
こ
ん
な
無
茶
苦
茶
で
荒
唐
無
稽
な
ミ
ス
レ
ジ
ェ
ン
ド
Ｈ
．
Ｓ
．
的
計

画
に
真
っ
向
か
ら
賛
成
す
る
筈
も
無
い
。

「
い
や
、
改
革
っ
て
…
具
体
的
に
何
を
す
る
の
か
な
？
」

「
あ
ぁ
、
そ
れ
に
関
し
て
は
な
…
」

と
、
何
か
を
用
意
す
る
梅
田
。

「
ス
ラ
イ
ド
と
か
電
源
借
り
る
よ
ー
」

と
、
許
可
無
く
動
く
死
恋
。

カ
チ
ッ
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ヴ
ゥ
ー
ン

ピ
ー
ッ

プ
プ
ー
ッ

精
密
機
械
系
統
の
音
が
鳴
り
響
く
。

そ
う
し
て
ス
ラ
イ
ド
に
映
し
出
さ
れ
た
の
は
「
ド
ラ
グ
ー
ド
改
革
計
画
Ｄ
Ｘ
完

全
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
」
と
、
タ
イ
ト
ル
に
出
さ
れ
た
大
き
く
カ
ラ
フ
ル
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
表
の
よ
う
な
も
の
。

更
に
「
超
隊
長
」
と
書
か
れ
た
腕
章
を
装
着
し
た
梅
田
の
姿
。

次
い
で
可
愛
ら
し
く
猫
の
よ
う
に
座
っ
た
死
恋
の
姿
。

ケ
イ
は
思
っ
た
。

今
年
は
厄
年
だ
…

「
は
い
、
そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
『
ド
ラ
グ
ー
ド
改
革
計
画
デ
ジ
タ
ル
ク
ロ
ス
』

略
し
て
『
Ｄ
．
Ｋ
．
Ｋ
．
Ｄ
Ｘ
』
の
完
全
レ
ク
チ
ャ
ー
を
開
始
し
ま
す
」

「
イ
ェ
ー
！
ホ
ラ
、
お
前
も
拍
手
」

「
イ
…
イ
ェ
～
」

ノ
リ
ノ
リ
な
死
恋
と
脱
力
気
味
の
ケ
イ
。

「
ま
ず
、
６
／
３
。

こ
の
日
に
俺
が
ド
ラ
グ
ー
ド
へ
降
り
立
つ
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
次
の
７
／
３
、
ド
ラ
グ
ー
ド
に
無
事
到
着
。

更
に
そ
れ
か
ら
１
週
間
、
住
居
を
探
し
続
け
、
最
終
候
補
で
あ
っ
た
此
処
ヒ
デ

ィ
ー
ル
へ
と
到
着
。

ど
う
せ
部
屋
余
っ
て
る
ん
だ
し
良
い
だ
ろ
う
と
言
う
事
で
次
の
日
、
ヒ
デ
ィ
ー

ル
に
住
居
を
構
え
る
作
業
を
開
始
。

次
の
３
週
間
で
神
獣
四
体
と
ケ
ツ
ァ
ル
コ
ア
ト
ル
の
能
力
を
借
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
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更
に
２
週
間
で
ポ
イ
ル
ト
ッ
プ
に
支
部
を
設
け
、
支
援
者
を
募
集
し
ま
す
。

は
い
、
此
処
ま
で
で
何
か
質
問
は
？
」

す
い
ま
せ
ん
。
質
問
云
々
以
前
に
色
々
突
っ
込
み
所
有
り
ま
く
り
な
ん
で
す
が
。

で
も
き
っ
と
突
っ
込
ん
だ
ら
殴
ら
れ
る
と
思
う
の
で
突
っ
込
ま
な
い
。

「
…
じ
ゃ
あ
早
速
質
問
す
る
け
ど
、
最
初
の
三
週
間
で
神
獣
や
神
獣
王
ケ
ツ
ァ

ル
コ
ア
ト
ル
に
能
力
を
借
り
る
必
要
性
は
？
」

「
い
や
、
必
要
性
と
い
う
か
交
渉
し
て
許
可
取
ら
な
い
と
駄
目
か
と
思
い
ま
し

て
ー
」

「
い
や
別
に
要
ら
な
い
だ
ろ
？
」

突
っ
込
む
ケ
イ
。

「
い
や
、
気
分
的
に
。

ベ
ト
ブ
リ
ニ
ス
様
は
死
恋
が
嫌
だ
っ
て
言
う
か
ら
諦
め
た
ん
だ
け
ど
さ
」

い
や
、
死
恋
が
嫌
っ
て
言
う
か
普
通
に
作
者
の
都
合
で
す
け
ど
ね
。
（
↑
ベ
ト

ブ
リ
ニ
ス
倒
せ
て
な
い
。

「
ふ
ー
ん
」
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作
者
の
友
人
風
に
答
え
る
ケ
イ
。

「
ま
ぁ
、
後
は
教
育
制
度
引
っ
掻
き
回
し
た
り
レ
ギ
オ
ン
ぶ
っ
殺
し
た
り
「
全

て
を
知
る
も
の
」
の
集
団
も
ま
と
め
て
ぶ
っ
殺
し
た
り
（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
あ
た

り
で
）
悪
魔
の
樹
も
修
理
し
た
い
し
」

さ
り
気
無
く
凄
ま
じ
い
事
を
言
う
梅
田
。

「
「
適
当
だ
な
」
」

死
恋
と
ケ
イ
、
ま
た
心
が
会
う
。

で、そういう訳だから「
部
屋
余
っ
て
る
か
ら
適
当
に
使
っ
て
よ
。

そ
の
代
わ
り
色
々
日
常
的
に
手
伝
っ
て
も
ら
う
か
ら
宜
し
く
」



31

「
有
難
う
な
、
教
授
。

ち
な
み
に
俺
、
梅
田
葦
徒
。
ん
で
こ
い
つ
は
死
恋
」

「
凄
い
名
前
だ
ね
。
大
学
生
？
」

「
オ
オ
ヨ
」

「
ど
う
や
っ
て
こ
っ
ち
来
た
の
？
」

「
あ
ぁ
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
な
…
」

話
に
大
輪
の
花
が
咲
い
た
と
こ
ろ
で
、
今
回
は
こ
れ
ま
で
。
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第
３
話
「
計
画
に
つ
い
て
な
ん
だ
け
ど
さ
」
（
後
書
き
）

改
革
者
、
問
題
起
せ
ど
、
家
得
た
り
―
作
者
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第
４
話
・
宣
伝
し
よ
う
～
そ
う
し
よ
う
～

芦
徒
と
死
恋
は
ケ
イ
を
研
究
所
に
残
し
、
港
街
の
ポ
イ
ル
ト
ッ
プ
へ
と
向
か
っ

て
い
た
。

「
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｙ
 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
　
そ
の
手
に
　
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
☆
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
♪

俺
等
の
　
青
春
が
　
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
☆
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
♪

兄
貴
愛
だ
サ
ァ
～
イ
ン
♪
」

ウ
ル
フ

「
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｙ
 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
 

そ
の
手
に
　
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
☆
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
♪

彼
女
の
　
青
春
も
　
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
☆
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
♪

姉
貴
愛
だ
サ
ァ
～
イ
ン
♪
」

キ
ャ
ッ
ツ

ヴ
ァ
ー
ヴ
ァ
ヴ
ァ
ー
ヴ
ァ
ー
ヴ
ァ
ー
ヴ
ァ
ー
ヴ
ァ
ー
ヴ
ァ
ヴ
ァ
ヴ
ァ
…
な
ん
て

歌
を
口
ず
さ
ん
で
い
る
の
は
、
我
ら
が
梅
田
と
死
恋
で
あ
る
。

―
３
０
分
後
・
ポ
イ
ル
ト
ッ
プ
役
所
―

「
…
と
い
う
わ
け
で
、
ウ
チ
の
団
体
を
宣
伝
さ
せ
て
く
れ
ち
ゅ
う
話
な
ん
で
す

よ
。

え
ぇ
。
何
も
怪
し
い
企
業
や
集
団
ち
ゃ
う
ん
で
す
っ
て
。
」

「
ペ
ェ
～
ロ
ォ
～
！
ペ
ペ
ェ
～
ロ
ッ
！
ペ
ペ
ロ
、
ペ
ペ
ロ
ペ
ロ
ペ
ロ
～
ペ
ッ
！
」

（
そ
う
で
す
よ
ー
！
彼
の
言
う
通
り
で
す
！
俺
達
、
大
真
面
目
な
ん
で
す
か
ら

！
）

関
西
弁
に
な
っ
て
必
死
に
受
け
付
け
を
説
得
す
る
梅
田
。

ペ
ロ
語
で
更
に
説
得
す
る
死
恋
。

「
い
や
、
で
す
か
ら
ね
ぇ
…
今
所
長
に
連
絡
取
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
見
付
か
ら

な
く
て
…
。
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で
す
か
ら
今
日
の
所
は
帰
っ
て
頂
き
た
い
と
…
」

必
死
に
訴
え
る
受
付
員
に
梅
田
は
、

「
つ
ー
か
、
ア
ン
タ
が
こ
の
場
で
許
可
く
れ
た
っ
て
も
う
俺
等
は
帰
っ
て
勝
手

に
宣
伝
し
ま
す
け
ど
ね
ぇ
。
な
ぁ
死
恋
？
」

「
全
く
で
す
よ
。
貴
方
が
軽
く
口
約
束
程
度
で
言
っ
て
く
れ
れ
ば
も
う
そ
れ
で

も
う
何
か
い
い
気
が
し
て
ま
し
て
…
」

そ
れ
じ
ゃ
あ
い
け
ね
ー
だ
ろ
っ
て
感
じ
だ
が
、
そ
れ
だ
け
１
人
一
頭
は
こ
の
場

で
時
間
を
消
費
し
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

「
私
も
そ
う
し
た
い
ん
で
す
が
―
」

「
マ
ル
コ
ス
さ
ん
は
黙
っ
て
て
下
さ
い
ッ
！
こ
の
方
々
は
僕
が
追
い
返
し
ま
す

か
ら
」

突
如
別
の
受
付
員
が
現
れ
る
。
ど
う
見
て
も
キ
ャ
ラ
の
ウ
ザ
そ
う
な
奴
だ
。

「
「
（
う
わ
ー
…
採
取
中
の
ラ
ン
ゴ
ビ
ー
ト
よ
り
ウ
ゼ
ー
の
来
た
…
）
」
」

「
そ
れ
で
？
貴
方
方
は
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
団
体
な
ん
で
す
か
？
」

「
あ
ー
。
ア
レ
で
す
よ
。
竜
特
有
の
病
気
や
心
の
病
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
た

り
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
」

梅
田
の
答
え
は
非
常
に
曖
昧
で
あ
っ
た
。
ど
う
見
て
も
こ
の
場
を
や
り
過
ご
そ

う
と
し
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。

「
は
ぁ
？
ふ
ざ
け
る
の
も
大
概
に
し
て
下
さ
い
。

貴
方
ど
う
見
て
も
医
師
免
許
と
か
持
っ
て
ま
せ
ん
よ
ね
？
医
療
関
係
者
な
わ
け

な
い
で
す
よ
ね
？

そ
の
服
装
、
担
い
で
あ
る
武
器
や
不
思
議
な
楽
器
。
着
こ
な
し
だ
っ
て
そ
う
で

す
。

髪
型
や
顔
つ
き
と
か
喋
り
方
も
。
ど
う
見
た
っ
て
医
者
を
や
っ
て
い
る
叔
父
と

は
全
て
が
異
な
り
ま
す
か
ら
」
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全
く
馬
鹿
だ
。

小
学
生
か
御
前
は
。

そ
の
発
言
…
と
い
う
よ
り
存
在
自
体
つ
ま
ん
な
い
か
ら
帰
っ
て
く
れ
て
良
い
よ
。

梅
田
は
思
っ
た
。

「
（
こ
の
坊
主
、
途
轍
も
な
い
バ
カ
だ
。
余
り
に
も
一
般
社
会
と
い
う
も
の
を

ナ
メ
て
い
る
。

一
介
の
市
役
所
職
員
の
テ
メ
ェ
が
何
で
見
た
目
だ
け
で
そ
い
つ
が
医
療
関
係
者

か
そ
う
で
な
い
か
が
判
る
ん
だ
よ
？

服
装
や
髪
型
と
か
関
係
ね
ぇ
だ
ろ
う
が
、
ボ
ケ
。
若
手
の
医
者
に
は
結
構
ラ
フ

な
奴
と
か
居
る
だ
ろ
。

大
体
ギ
タ
ー
が
何
だ
よ
。
趣
味
で
メ
タ
ル
や
っ
て
る
か
ら
休
日
は
何
時
も
担
い

で
る
だ
け
だ
っ
つ
ー
の
！

顔
つ
き
や
喋
り
方
へ
の
突
っ
込
み
な
ん
ぞ
論
外
だ
し
よ
。
つ
か
、
テ
メ
ー
の
叔

父
が
ど
う
と
か
知
ら
ね
ぇ
っ
て
の
！

全
て
が
異
な
る
？
当
然
だ
ろ
う
が
。
寧
ろ
職
業
同
じ
っ
て
だ
け
で
何
も
か
も
瓜

二
つ
だ
っ
た
ら
怖
ぇ
し
気
味
悪
ぃ
わ
！

俺
が
そ
ん
な
世
界
の
住
民
だ
っ
た
ら
間
違
い
な
く
そ
の
世
界
を
壊
す
ぜ
。
大
体

よ
ぉ
―
）
」

死
恋
も
思
っ
た
。

「
（
役
所
と
か
税
務
署
っ
て
何
処
も
馬
鹿
し
か
居
な
い
ん
か
よ
。

御
前
は
神
か
？
ヤ
ハ
ウ
ェ
か
？
オ
ー
デ
ィ
ン
か
？
ゼ
ウ
ス
か
？
釈
迦
か
？

違
う
だ
ろ
、
馬
鹿
。
判
っ
た
よ
う
な
口
効
く
な
。
大
体
さ
ぁ
―
）
」

「
「
（
（
病
気
の
研
究
っ
て
だ
け
で
何
も
医
者
だ
薬
剤
師
だ
と
は
一
言
も
言
っ

て
ね
ぇ
よ
、
禿
げ
）
）
」
」
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彼
等
が
黙
り
込
ん
だ
の
に
気
づ
い
た
受
付
は
調
子
に
乗
っ
た
の
か
、

「
っ
は
ｗ

見
な
さ
い
！
黙
り
込
む
と
言
う
こ
と
は
僕
の
言
う
通
り
で
し
ょ
う
。

ま
ぁ
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
す
。

何
た
っ
て
僕
は
病
竜
保
護
協
会
と
友
好
関
係
に
あ
る
か
の
有
名
な
偉
大
な
る
フ

ェ
ン
ト
金
融
の
１
人
息
子
、
ア
プ
ロ
ス
・
フ
ェ
ン
ト
な
ん
で
す
か
ら
。

貴
方
方
の
よ
う
な
下
等
凡
人
と
は
格
が
違
い
す
ぎ
ま
す
よ
。

さ
ぁ
さ
ぁ
、
判
っ
た
な
ら
帰
っ
て
く
だ
さ
い
！
下
等
凡
人
の
方
々
は
ね
ッ
！
」

ア
プ
ロ
ス
・
フ
ェ
ン
ト
の
無
価
値
な
講
釈
を
聞
い
て
も
、
１
人
１
頭
は
沈
黙
を

保
ち
、
動
か
な
か
っ
た
。

既
に
怒
り
が
込
み
上
げ
て
き
て
い
た
の
だ
。
周
囲
で
待
っ
て
い
る
者
の
中
に
も
、

ア
プ
ロ
ス
の
発
言
か
ら
気
を
悪
く
し
て
い
る
者
が
多
く
居
る
。

例
え
ば
先
程
の
受
付
の
青
年
・
マ
ル
コ
ス
は
ア
プ
ロ
ス
に
対
し
て
鋭
い
視
線
を

向
け
て
い
る
。
梅
田
の
前
で
は
只
管
腰
が
低
か
っ
た
の
に
。

例
え
ば
待
合
席
で
本
を
読
ん
で
い
た
竜
人
族
の
老
人
。
彼
は
傘
を
振
り
回
し
て

ア
プ
ロ
ス
を
殺
す
予
行
演
習
を
し
始
め
て
い
る
。

例
え
ば
待
合
席
に
静
か
に
座
っ
て
い
る
獣
人
族
の
夫
婦
。
妻
が
右
手
で
何
か
を

握
り
潰
す
よ
う
な
動
作
を
繰
り
返
し
、
夫
は
石
の
床
で
爪
を
丹
念
に
研
い
で
い

る
。

例
え
ば
さ
っ
き
ま
で
そ
こ
ら
辺
で
遊
ん
で
い
た
子
供
達
。
何
れ
も
玩
具
の
武
器

を
構
え
て
今
に
も
ア
プ
ロ
ス
に
飛
び
掛
ろ
う
と
し
て
い
る
。

更
に
梅
田
達
も
思
っ
て
い
た
。
コ
イ
ツ
は
殺
し
た
い
が
、
此
処
で
殺
し
て
し
ま

っ
て
は
自
分
達
の
苦
労
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
だ
け
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
。
し
か
し
こ
の
ま
ま
で
は
自
分
の
腹
の
虫

と
い
う
蟲
が
収
ま
ら
な
い
。
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覚
悟
を
決
め
て
梅
田
は
機
関
銃
を
、
死
恋
は
鋭
い
爪
の
生
え
た
強
靭
な
両
腕
を

そ
れ
ぞ
れ
構
え
よ
う
と
し
た
。

と
、
そ
の
時
。

「
フ
ェ
ン
ト
よ
ぉ
…
ち
ょ
い
コ
ッ
チ
来
い
や
。

話
が
有
る
ん
だ
わ
…
」

大
柄
な
竜
人
族
の
男
が
、
ア
プ
ロ
ス
の
頭
を
鷲
掴
み
に
し
て
奥
へ
と
引
き
摺
っ

て
行
く
。
ア
プ
ロ
ス
は
既
に
そ
の
顔
を
見
た
瞬
間
気
絶
し
た
。

彼
の
名
は
バ
ス
テ
ィ
・
メ
ロ
ー
ネ
。
主
に
肉
体
労
働
を
担
当
す
る
人
気
職
員
だ
。

１
分
後
「
あ
ァ
ッ
」
「
イ
ヤ
ー
ン
」
「
止
め
て
ぇ
」
等
の
気
色
悪
い
悲
鳴
が
部

屋
の
奥
か
ら
響
い
て
き
た
。

そ
し
て
、
何
か
の
破
裂
す
る
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
、
そ
の
悲
鳴
は
止
ん
だ
。

―
全
裸
で
性
別
の
判
ら
な
い
状
態
に
さ
れ
た
ア
プ
ロ
ス
の
醜
態
を
写
し
た
写
真

・
・
・
・
・
・
・
・
・

が
町
中
に
バ
ラ
撒
か
れ
、
フ
ェ
ン
ト
金
融
の
社
員
は
総
辞
職
。

全
て
を
失
っ
た
社
長
が
自
殺
し
て
フ
ェ
ン
ト
金
融
と
い
う
企
業
が
歴
史
か
ら
抹

消
さ
れ
た
の
は
、
僅
か
２
０
分
後
の
事
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
梅
田
と
死
恋
は
バ
ス
テ
ィ
＆
メ
ロ
ー
ネ
家
一
同
と
い
う
新
し
い
友
達

を
手
に
入
れ
、
協
力
を
募
る
宣
伝
活
動
を
大
形
単
車
と
飛
竜
に
よ
る
地
上
・
上

空
か
ら
の
派
手
な
パ
レ
ー
ド
で
果
た
す
。

―
数
日
後
・
ポ
イ
ル
ト
ッ
プ
市
役
所
に
て
―

「
よ
う
、
ア
シ
ト
！
シ
レ
ン
！
」

「
お
ぉ
～
バ
ス
テ
ィ
！
」

「
相
変
わ
ら
ず
元
気
そ
う
だ
な
ぁ
！
」

１
人
１
頭
は
再
び
市
役
所
に
い
た
。

自
分
達
の
計
画
の
志
願
者
が
、
ど
れ
だ
け
集
ま
っ
た
か
を
調
べ
る
た
め
に
。
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第
４
話
・
宣
伝
し
よ
う
～
そ
う
し
よ
う
～
（
後
書
き
）

続
き
は
ま
た
次
回
で
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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